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「当院における局所進行非小細胞肺癌に対する放射線化学療法の後ろ向き解析」 

に関するお知らせ 

 

このたび、当院で局所進行非小細胞肺癌に対して放射線化学療法を受けた患者さんの診療記録を

用いた以下の研究を実施いたします。 

本研究は、市立吹田市民病院臨床研究審査委員会の承認を得て、病院長許可のもと行うものです。 

本研究では、患者さんに追加でご負担をお願いすることはありませんが、残余検体やカルテ情報

等を使用することに賛成でない場合、あるいはご質問がある場合は、問い合わせ先までお申し出く

ださい。お申し出いただいても不利益になることは一切ありません。 

 

１. 研究の対象となる方 

2019 年 1 月 1 日から 2025 年 1 月 31 日までに局所進行非小細胞肺癌と診断され、放射線化学療法

を受けた患者さん 

 

２. 研究の目的 

化学放射線治療は外科切除不能の局所進行非小細胞肺癌に対する標準治療です。 

放射線化学療法に標準的に使用される抗癌剤治療はプラチナ製剤を含む二剤併用抗癌剤ですが、血

液毒性などの副作用リスクが高く、とくに高齢者などでは副作用リスクの少ないカルボプラチン単

剤を使用する場合もあります。 

この研究は当院で局所進行非小細胞肺癌に対して放射線化学療法を受けた患者さんの診療記録を

後ろ向きに解析し、カルボプラチン単剤による放射線化学療法と二剤併用抗癌剤による放射線化学

療法を比較することを目的としています。 

 

３. 研究期間 

病院長の許可後～2028年 12月 31 日 

 

４. 利用または提供の開始予定日 

2027年 4月 1日 

開始予定日以降も研究への利用停止などのお申し出に可能な限り対応いたします。 

 

５. 研究に用いる試料・情報の内容とその取得方法 

診療記録から年齢、性別、ECOG performance status、組織型、進行度分類、ドライバー遺伝子

変異の有無、PD-L1、放射線照射量、デュルバルマブによる地固め療法が行えなかった理由、

デュルバルマブの投与量、肺臓炎発症と V5Gy, V20Gy との関連、再発までの期間、生存期間、

再発後の抗癌剤治療を抽出して解析を行います。学会発表、論文には治療群としてのデータを

提示し、個人のデータは提示しません。 

※この研究で得られた患者さんの情報は、研究責任者である東口将佳が、個人が特定できないよ

うに加工した上で管理いたします。そのため、患者さんのプライバシーが侵害される心配はあ

りません。 
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６. 試料・情報を利用する者（研究実施機関） 

・市立吹田市民病院 呼吸器・リウマチ科 東口 将佳（研究代表者） 

・市立吹田市民病院 呼吸器・リウマチ科 岡部 福子 

・市立吹田市民病院 呼吸器・リウマチ科 山本 有美子 

・市立吹田市民病院 呼吸器・リウマチ科 角田 尚子 

・市立吹田市民病院 呼吸器・リウマチ科 鉄本 訓史 

・市立吹田市民病院 放射線治療科 山田 優二 

 

７. 試料・情報の管理責任者 

 市立吹田市民病院 病院長 内藤 雅文 

 

８. お問い合わせについて 

ご自身の検体やカルテ情報等を利用されたくない場合、あるいはご質問がある場合には、以下の

問い合わせ先までご連絡ください。 

利用されたくない旨のご連絡をいただいた場合は、研究に用いられることはありません。 

ただし、ご連絡いただいた時点で、既に研究結果が論文などで公表されていた場合、結果などを

廃棄することができないことがありますので、ご了承ください。 

 

〇研究課題名：当院における局所進行非小細胞肺癌に対する放射線化学療法の後ろ向き解析 

〇研究責任者：市立吹田市民病院 東口 将佳 

〇お問い合わせ先： 

市立吹田市民病院 呼吸器・リウマチ科 東口 将佳 

住所：〒564-8567 大阪府吹田市岸部新町 5-7 

電話：06-6387-3311（代表）（土日祝日を除く 9：00～17：00） 

 


